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学習指導要領で育成を目指す資質・能力を踏まえ、測定しようとする資質・能力を発揮することが求めら

れる言語活動を展開する文脈を重視して出題している。 

 

  

◇学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使うことができている。 

◆目的や意図に応じて、日常生活の中から話題を決め、集めた材料を分類したり関係付けたりして、伝え

合う内容を検討することに課題がある。 

 

<分類・区分別集計結果> 

 

 

 

 

 

◆選択肢の文章に出てくる言葉の意味理解に課題が見られた。 

◆同義文判定を苦手としている。 

◆実際に、授業の中で話し合う機会の確保に課題が見られた。 

 

具体的な設問例

（大問１ー１）

【話し合いの様子】の小森さんは、インタビューをどのように進めようと

考えて、下線部の発言をしましたか。最も適切なものを、次の1～4ま

での中から一つ選んで、その番号を書きましょう。

問題作成の趣旨 

結果概要 

学習指導要領の領域・内容別の主な特徴と指導改善のポイント 

小学校国語 

◇…比較的できている点 

◆…課題のある点 

話すこと聞くこと 



 

 

 

・インタビューの質問内容を考えたり、話し合いの内容を記録したりする際には、情報と

情報の関係づけの仕方、図などによる語句と語句との関係の表し方を低学年時から丁寧に

指導する。実際にチャート図等を使うことを活用することで、考えをより明確なものにし

たり思考をまとめたりする経験をさせる。 

・２つの文が同義かを判定する力をつけるために、わからない語句を辞書で調べたり、ICT

を活用したりして、学級全体で確認する時間を作る。また、同義でない場合は、同義になる

ように修正したり、なぜ、同義でないかを説明させたりする。 

 

指導改善のポイント 

正答率：５０％ 

 


